
一般事業所用

大きな声でまわりに知らせ、火災室の外の
安全な場所に避難させましょう。
また、エレベーターの使用を禁じ、非常
口、避難階段を示します。

２
 
火
災
場
所
の
確
認

※火災の疑いのある部屋に駆けつけます。
このときには、消火器を持って行きます。

３
 
初
期
消
火
の
実
施

※火災室に逃げ遅れ者がいないこと
を確認し、消火器などを使って消火
をします。なお、炎が既に腰高から
天井まで届いているなど消火が困難
な場合には、避難を優先します。

３
 
出
火
室
か
ら
の
避
難

３
 
消
防
機
関
へ
通
報

消防機関へ１１９番をし
て、必要な事項を速やかに
伝えます。
※通報に関しては、この流
れにとらわれることなく、
できるだけ早いタイミング
で行なってください。

※火災室を離れるときは、火災
を拡大させないよう、ドアや引
き戸を閉じることが大切です。

１
 
火
災
の
確
認

火
災
室
以
外
に
い
る
者
の
建
物
外
等
へ
の
避
難

逃げ遅れがいないか、全員が避難したかを確認し、怪我人の有無を確認します。

消
防
隊
へ
の
情
報
提
供

消防隊が到着したら、逃げ遅れ者
やケガ人の有無など必要な情報を
伝えます。

　火災は、いつ、どこで発生するかを予測できません。
　火災では、初期対応が大切です。
　消防隊が来るまでは、そこにいる人が適切な判断で行動
しなければなりません。
　人間は、突発的に災害に遭遇するとパニックに陥りやす
いものです。
　もし火災が起こってもあわてずに行動できるよう、繰り
返し訓練を実施することによって、体で覚えた行動が万一
のときに役に立ちます。
　過去の大きな火災事例でも、しっかりした消防訓練が行
なわれておれば、ボヤ程度の被害で済んでいた可能性が高
かったという報告がなされています。

火災の場合、初期消火・通報・避難誘導に順番はありません。
状況によって選択しましょう。

火災発生

※火災ではなかった場
合は感知器を資格者に
点検させましょう。

※自動火災報知設備で場所を確認



▼避難誘導

訓練実施の事前準備
○　訓練中にケガをしないよう、心がけましょう。
○　訓練は、避難が最も困難な状況を設定します。
○　利用者が訓練に参加できないときは、職員が代役になるか、人形で代用しましょう。
○　近隣に、非常時に協力してくれる方がいる場合は、一緒に訓練を行なうと良いでしょう。
○　自力で避難できないような方がいる場合は、介助方法を事前に理解しておきましょう。
○　訓練の実施前には、消防機関へ連絡しましょう。（事前に連絡する義務があります）
○　訓練実施後は、良かった点や反省点を確認して、次回に活かしましょう。

日頃の心構えと訓練
が大事！

消防訓練を行う際は、事前準
備とともに、安全に注意して実
施しましょう。
消防への連絡はしてますか？

1   日常の火気管理・避
難経路の整理整頓

1   火災発生時の対応 1   消防訓練にあたって 1   消防設備の維持管理

決められた
場所での喫
煙後始末

安全栓を抜く。

ノズルをはずす。

放出姿勢で１５秒間維持す
る。

※3～6ｍ離れた位置から放出

　※訓練を行う場合は事前に消防機関へ連絡する。
   　　　　　　　　　　　　 局予防課　　 　 (℡822-0429）
    　　　　　　　　　　　　中央消防署     (℡820-0119)
　　　　　　　　　　　　　　北消防署        (℡848-0119)
   　　　　　　　　　　　　 南消防署        (℡879-6119)

消防設備は点検を実施し、万が
一の火災に備えましょう。
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